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新
見
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版
地
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地
域
運
営
組
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立
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等
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・
小
地
域
ケ
ア
会
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の
推
進

・
生
活
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
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の
配
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法
律
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配
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立
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家
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改
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法
人
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利
擁
護
推
進
事
業
の
体

制
整
備

■
介
護
保
険
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活
支
援
事
業

①
介
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保
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常
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活
支
援
総
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事
業

・
居
宅
介
護
支
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事
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・
訪
問
介
護
事
業

・
通
所
介
護
事
業

・
訪
問
入
浴
介
護
事
業

②
障
害
者
居
宅
介
護
支
援
事
業

・
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
障
害
者
移
動
支
援
事
業

・
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
障
害
児
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
障
害
者
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

③
生
活
支
援
事
業

・
高
齢
者
等
生
活
応
援
事
業

・
新
見
市
産
前
・
産
後
ヘ
ル
パ
ー
訪
問
事

業
・
新
見
市
子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ
ー
訪
問
事

業
　
そ
の
他
、
社
会
福
祉
士
・
介
護
福
祉
士

な
ど
の
実
習
受
入
に
よ
る
人
材
育
成
・
福

祉
団
体
の
活
動
支
援
を
行
い
ま
す
。

福
祉
の
心
を
育
て
よ
う 

と
も
に
支
え
あ
お
う

福
祉
環
境
の
充
実
を
図
ろ
う

令和元年度　事 業 計 画

基本理念

にこにこ いきいき みんなでつくろうやさしいまち

　依然として進行する人口減少、少子高齢化、それに伴
う地域機能の低下や環境の変化、孤立や経済的困窮の増
加、昨年の７月豪雨や台風24号による未曾有の災害など、
地域を取り巻く福祉課題はますます多様化し深刻化して
います。
　こうした状況を踏まえ、本会では、引き続き積極的に
地域に出向き、地域や各種団体、行政と協働・連携して
地域福祉課題の解決に向けた生活支援体制の整備を進め、
市民の皆さんが住み慣れた地域で安心して暮らせる地域
共生社会の実現を目指してまいります。
　また、災害時等に的確に対応できる体制の整備やボラ
ンティアの推進、支え合いの仕組みづくりなど災害に強
い地域を目指してまいります。
　高齢社会の進行により、増加している権利擁護支援の
ニーズに対応するため、弁護士、司法書士等の専門職と
の連携を図り、成年後見制度の相談・利用促進や法人と
しての後見事業の推進を図り、高齢者や障害者等の権利

擁護に努めてまいります。
　生活相談支援センターを中心とした各種相談事業に積
極的に取り組み、相談者に寄り添ったきめ細やかな支援
を行うとともに、各地区に設置している福祉委員の見守
り活動の充実に向けての支援や民生委員・児童委員との
連携、地区社協等における活動の強化に努めてまいります。
　介護保険事業では、各事業の安定した運営を基本に、
介護人材の確保に努めるとともに、より質の高いサービ
スの提供に努めてまいります。
　法人運営では、経営組織のガバナンスの強化、事業運
営の透明性の確保、財務規律の強化、コンプライアンス
の徹底に引き続き努めるとともに行政とのパートナー
シップの強化を図ってまいります。また、地域における
公益的な取組を実施する責務として、市内の社会福祉法
人等との連携やネットワーク化を図りながら、制度の狭
間の方への支援など公益的な取組を積極的に進めてまい
ります。

重点事業

❶地域共生社会を目指した地域の生活支援体制整備の推進
❷災害ボランティアの人材育成、体制整備の推進　❸法人後見・権利擁護の推進

基本方針
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地域福祉活動推進事業�19，581千円
●福祉委員の設置・活動推進、地区社協の活動充

実・組織強化、福祉連絡会・小地域ケア会議の

開催など、住民主体の福祉活動の支援や推進

●友愛訪問・歳末たすけあい訪問、にいみあんし

んカードの作成等、高齢者等が安心して暮らし

ていくための支援

法人運営事業� 149，887千円
●社協の運営経費、福祉団体への助成等

施設管理事業� 7，641千円
●新見市地域福祉センターの運営管理

介護保険事業等� 180，494千円
●居宅介護支援、訪問介護、通所介護、訪問入浴

介護

●障害者居宅介護、生活介護、移動支援

●介護者のつどい

相談支援事業� 6，115千円
●判断能力が不十分な方の金銭管理の支援等

　（日常生活自立支援事業）

●生活相談支援センターでの自立相談推進事業、

　家計改善支援事業

●法人後見・権利擁護支援事業

収入の内訳

支出総額　363，718千円

収入総額　365，894千円

令和元年度　資金収支予算

会費収入� 9，052千円� 介護保険事業収入� 176，744千円
寄付金収入� 4，100千円� 補助金収入� 89，669千円
受託金収入� 56，171千円� 共同募金配分金収入� 9，529千円
事業収入� 2，480千円� 障害福祉サービス等事業収入� 2，315千円
雑収入・利息収入� 2，407千円� 積立資産等取崩収入� 13，427千円

↑地区社協情報交換会の様子。地区社協の役割を
確認し、活動の情報交換を行いました。

↑介護者のつどい（ウインドアンサンブル鑑賞の
様子） 毎回趣向を凝らした内容で、介護者の心身
のリフレッシュを図っています。

支出の内訳
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